

























































































要な教則の制定された年をふまえて、明治 10 年代（1877－1886）、明治 20 年代（1887

































































                                                        
1 西岡智史「国語科成立期における漢文教授法の研究――秋山四郎編『漢文教科書』『漢文教科書備考』































                                                        
2 久木幸男「明治儒教と教育（続）――世紀転換期を中心に――」『横浜国立大学教育紀要』第 29 集、  








































は明治 24 年（1891）11 月公布の「小学校教則大綱」をふまえて編まれているので、明治
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（様式 論博－Ｖ－２－②－Ｂ）  
 
これにより、従来未解明であった高等女学校・師範学校・中学校補習科における漢文
教材の検定過程が明らかになり、各種学校の教科書が中学校用教科書での編集方法を
応用して編集が図られていたことを発見した。そして、中学校用漢文教科書の編集方法
が、他校種の教科書にどのように活用されたのかを検証するとともに、他校種との比較か
ら中学校用漢文教科書の編集方針の特色を体系的に考察した。これが第四の特徴であ
る。 
これらの一連の研究は、明治文化の多様性と独自性、そして明治知識人の本質的理
解を探る上で必要不可欠とも言える研究である。しかし既存の研究領域である教育学や
漢文学の範疇ではとらえきれることが難しく、それぞれの研究領域に当てはめると、どうし
ても本研究の四つの特徴を網羅的にとらえることが出来なかった。そのため国際的な地
域文化を学際的かつ総合的な研究を行う、国際文化研究にこそふさわしい博士論文であ
ると認められる。 
審査会では、漢文教科書と他教科との関連について、よりきめ細やかな検証が
望ましいという意見が出たほか、時代変遷を十年ごとに区切るのではなく、日清・日
露戦争等のエポックを基準として時代区分すべきという指摘がなされた。しかしなが
ら実証的な手法により特記すべき成果をあげ、明治期の漢文教育研究を一新する知
見を数多く発見した意義は極めて大きい。 
  以上より、本研究成果は、論文執筆者が自立して研究活動を行うに必要な高
度な研究能力と学識を有する事を示している。よって本論文は、博士（国際文化）の
学位論文として合格と認める。 
